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1.緒 言

諸種血液疾患々者におけ る催貧血 性因子の存在に

関しては種 々の研究実験 が行わ れて来た.即 ち再生

不良性貧血 患 者 に ついては, 1939年Franke18)が

Leukotoxinの 存在を認め,李99),浜西24),説田116) 117),

長谷川30) 31),教 室池 田41)等も本疾患 々者血清中に催

貧血性因子の存在することを認 めている.更 に教室

池田41)は血清のみならず患 者 の 脳 脊髄液,尿 中に

もその存在す ることを認めている.然 し乍 ら,他 方

河北50)は本疾患々者 血清 中には 該 因子は存在せず,

脾エキス中にのみ存在すると述べ ている.バ ンチ氏

病に就いては友 田教授115)に より血清 はじめ脾抽出

液脳脊髄液,尿 中に該因子 の 存 在 が 認 め られ,阿

南2),飯塚40)等 も之を 認 め て 居 り,又 教室小林56)

も同様本疾患々者の血清,脾 リンゲル 及びアセ トン

抽出液,脳 脊髄 液,尿 中に催貧血性 因子の存在 を認

めて居る.慢 性骨髄性白血病患者に就いては説田118),

李100)等が該因子の存在 を認 め て居 るが,長 井,小

西等74)はそれ を否定 している,以 上 の如 く血清中

催貧血性因子の存在につ いては,そ の有無或いは作

用機転につ き種 々論ぜ られて来 たが,大 藤助教授92)

は じめ教室先人達は骨髄体外組織培 養に之等患者血

清を添加 し,培 養骨髄 の組織増生,細 胞 機能及び赤

血球,血 色素の数量的消長を観察 し,再 生不良性貧

血,バ ンチ氏病 及び慢性骨髄性白血病 患者血清 中に

は明 らかに骨髄に直接働 らき骨髄造血 機能を抑制す

る因子の存在する事を実証 している.

又ナイ トロ ミン,カ ル チノフィリンは共に抗腫瘍

薬剤として広 く治療面に応用 され てい るが,そ の骨

髄 抑制作用は 諸 家 に よ り認め られて居 り,教 室 角

南108),谷113)は 之等薬物を骨髄 組織培養 に添加 し,

その骨髄抑制作用 を明 らかに して いる.先 に私は骨

髄抽出多糖類物質の家兎骨髄組織培養 に及ぼす影響

を観察 し,直 接骨髄 実質に働 らき,そ の機 能亢進作

用のあ ることを明 らかにしたが,本 編 に於ては,本

物質が上記諸種貧血患者 血清内の 催貧血性因子並び

に骨髄抑制薬物の骨髄に対する作用に如何に影響す

るかを明 らかにせんと企て以下の 実験 を試みた.
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2.実 験材料並 びに実験 方法

1)実 験材料

(1)実 験動物

前編 と同様1.5kg前 後の白 色 健 康 雄性家兎を使

用 した.

(2)患 者血清

当教室入院 中の再生不良性貧血,パ ンチ氏病,慢

性骨髄性 白血病の各 患者に於て早朝空腹時肘静脈 よ

り滅菌注射器にて採 血して遠 沈 し,そ の上清を使用

し,対 照には患者 と血液型を同しくする健康人男子

より同様採血 し得 たる血清を用 いた.

(3)骨 髄抑制薬物

ナ イ トロ ミンは吉富製薬の製品 を生理的食塩水に

て10-3/ccの 割合に溶解 し,カ ル チノフ ィリンは協

和醗酵 のものを1000F.H/ccの 割合 の生理 的食塩水

溶液となし実験に供 した.

尚骨髄 抽出多 糖 類物質(以 下単 にP. S.)及 び対

照の生理的食塩水は前編に述べた と同一 のものを使

用 した.

2)実 験方法

培養術式は前編に述べたと全 く同 様で ある.血 清

添加の場合は被覆培養に於ては健 康人血清及び生理

的食塩水各1滴 宛添加 した ものを 対照として,之 と

患者血清及び生理的食塩水 各1滴 添 加例,並 びに患

者血清及び0.25% P. S.溶 液夫 々1滴 添加例の三者

につ き組織 増生而積,偽 好酸球遊走速度,細 胞密度

を観察 し,液 体培養に於て も同様の実 験例につき赤

血球,血 色素 の数量的消長を観察 したが,こ の場合

血清添加による溶血 現象を防 ぐた め教 室岩崎46)の

報告に倣 い,血 清 添 加は1滴(0.04cc)と し,生 理

的食塩水並びに0.25% P. S.溶 液は夫々5滴 づつ添

加 し比較検 討 した.薬 物添加 の場合に 於ても全 く同

様に して,血 清に代えるに上記薬物 溶液をもつてし,

被 覆培養には夫々1滴 を,液 体培養 には各5滴 を添

加 して観察を行つた.

3.実 験 成 績

1)貧 血患者血清と併用添加の場合

(1)再 生 不良性貧血患者血清の場合(第1, 2, 3

表,第1, 2図 参照)

増生 面積を見るに表 に示す如 く5例 の患者血清添

第1表　 再生不良性貧血患者血清 と併用添加(比 較成長価)

N:対 照　 H:再 生不 良 性 貧 血患 者 血清 添加 例　 P. S.:併 用 添加 例
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第2表　 再 生不 良性貧血患者血清 と併用添加 偽好酸球 遊走速度(μ/m)

N:対 照　 H・ 再 生 不 良性 貧 血患 者 血清 添 加 例　 P. S.:併 用 添加 例

第1図　 再生不良性 貧血患者血清と併 用添加

(5例 平均)

第2図　 再生不良性貧血患者血清と併用添加

(5例 平均)
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第3表　 再生不 良性貧血患者血1清と併用添加 赤血球数並に ヘモグ ロビン量

N:対 照　 H:再 生 不 良性 貧血患 者血 清 添 加 例　 P. S.・ 併 用添 加 例

()内 は 赤 血球 増 加 率 並に ヘ モグ ロ ビン増 加 量

加例 の比較成長価はすベて健康人血清 添加せる対照

のそれに比 して, 3時 間目よりす でに劣 り,以 後低

値 を示 し48時 間に於ける成長係数は0.44～0.68(平

均0.62)で,密 度指数 も対照の平均40に 対 して36と

減 少 し教室宇治120)の成績 と同 様 患者血清の骨髄 増

生抑制作用が見られた.然 るに更にP. S.を 併用添

加した例に於ては患者血清添加例 に比し増生は悉 く

優れ, 48時 間 の成長 係数は0.69～1.10(平 均0.96)

とな り略々対照に 近 い 値 を 示 した.特 にNo. 30,

 No. 36は6時 間に 於 け る比 較成 長 価は対照6.5,
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4.9に対しP. S.添加例は7.6, 7.0と 患 者 血済添加

例はもとより,対 照を も凌 駕 し,以 後12, 24, 48時

間と常に優位を保ち,又No. 38も24時 間に 至り対

照な凌ぎ, 48時 間 に 於 け る成 長係数は夫 々1.09,

 1.09, 1.10で細胞密度 も優れ た.こ れはP. S.の 骨

髄機能亢進作用が患者血清の骨髄抑 制作用に打ち勝

ち,更 にそれ以上の骨髄機能促進作用を発 現 し,却

つて対照をも凌駕す る結 果を招来 した ものと考 えら

れる.細 胞遊走速度は患者血清添 加例にては初期 よ

り低下が見られ全例と も対照 よ り劣るが, P. S.併

用添加例にては4例 迄に患者血 清添加例は もとより,

対照のそれよりも亢進が見 られ,遊 走速度 より見て

もP. S.の骨髄機 能亢進作用は 患 者 血清の骨髄抑制

作用に拮抗する事が明 らかである.次 いで赤血球数

の増減に及ぼす影響を見るに第3表 に示 す如 く,患

者血清添加例は3時 間目 には3例 軽度増 加す るも他

の2例 は減少 し,以 後全例に於 て6時 間には10～20

%減 少, 9時 間には30～50%の 減少と逐 時的に減少

の一途を辿 り教室岩崎46)の成績 と同 様である.然 る

に更にP. S.を 同時添加 したる 場 合は全 例に於て好

影響が見られ, 6時 間には15～30%の 増 加, 9時 間

には2例 に軽度減少 を 見 た る他 は増加を維持 し,

 No. 31, No. 39の2例 は全経過を通 じて常に対照よ

りも優位を示した.血 色素量 も患者血清添加例が9

時間目に旧値に復 した もの2例,他3例 に減少が見

られたのに対 し, P. S.同 時添加例は悉 く優れ,減 少

1例, 旧値に復 したもの1例 で,他 の3例 は依然 と

して増加が見られ,液 体 培 養 に於て もP. S,の 効力

が窺われた.

(2)バ ンチ氏病患者血清の場 合(第4表,第3図

参照)

3例 の患者血清につき験するに3例 とも患者血清添

加例は組織増生,細 胞遊走共に対照 より劣り, 48時

間の成長 係 数 は 夫々0.70, 0.81, 0.71で 密度指数

も劣り,教 室小林56)の 報 告 と同 様本症 患者血清の

骨髄抑制作用を見たが, P. S.併 用添加例では増生,遊

走共に対照 と略 々同値 を示 し, 48時 間の 成長係数は

夫々0.92, 1.10, 0.89で 就中No. 34に 於ては3時

間に して比較成長価3.0で 対照の2.6よ りも優 り,以

後6, 12, 24, 48時 間と常に対 照 より優位を保 ちつ

づけた.又 赤血球数,血 色素量の変 動を観察す るに

両者共 患者血清添加例に於て は6時 間 目よりすでに

減少の傾向が見られ, 9時 間 には著 るしい減少を示

し,対 照に比し甚だしく低値 を示 し全例に骨髄機能

抑制が認められたのに反 して, P. S.併 用添加例では

全て対照に近づ き好影響が見られ,パ ンチ氏病患者

血清の場 合にもP. S.の骨髄機 能 亢 進作用が拮抗的

に働 らく事を知 り得た.

(3)慢 性骨髄性 白血病患者血清の場 合(第5表,

第4図 参照)

次いで慢性骨髄性 白血病患者血清 と併 用添加を行

つた所,第5表,第4図 に示す如 く,被 覆培養に於て

は比較成長価,偽 好酸球遊走速度,細 胞 密度すベて

患者血清添加例3例 とも対照 に比 して劣 り, 48時 間

の成長係 数 は0.67, 0.67, 0.82(平 均0.72)で や

は り骨髄抑制作用が見られた.一 方患者血清 と同時

第4表　 バ ン チ 氏 病 患 者 血 清 と 併 用 添 加

a)比 較 成 長 価
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b)偽 好 酸球遊走速度(μ/m)

c)赤 血球 数 並 に ヘ モ グ ロ ビ ン量

N:対 照　 B.バ ンチ氏 病 患 者血 清 添加 例　 P. S..併 用 添 加例

()内 は 赤 血球 増 加 率及 び ヘ モ グ ロ ビ ン増加 量
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第3図　 バンチ氏病患者血清 と併 用添加

(3例 平均)

にP. S.を も添加 した例 に 於 ては全例 とも,比 較成

長価,偽 好酸球遊走速度,細 胞 密度 すべて対照に近

い値を示し, 48時 間の成長係数は0.86, 0.83, 0.99

(平均0.89)と な り,患 者 血 清 の 骨 髄 抑 制 作用が

P. S.の骨髄機能亢進作用によ り打消 され た結果を得

た.又 赤血球数,血 色素量の変動 は表の如 き結果 と

なり,患 者血清添加例は対照に比 し僅 かの減少を見

たのみで著 るしい抑制作用は認められず, P. S.併 用

添加例では僅かに対照を凌駕 した.

第5表　 慢性骨髄性白血病患者血清と併用添加

a)比 較 成 長 価



3252 宮 下 謙 二

b)偽 好酸球遊走速度(μ/m)

c)赤 血球 数 並 に ヘ モ グ ロ ビ ン量

N.対 照　 L白 血病 患 者 血 済添 加 例　 P. S..併 用添 加 例

()内 は 赤 血球 増加 率 及 び ヘ モ グ ロ ビ ン増 加 量
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第4図　慢性骨髄性白血病患者血清と併用

添加(3例 平均)

2)骨 髄抑制薬物 と併用添加の場合

(1)ナ イ トロ ミンの場合(第6表,第5図 参照)

組織増生,細 胞遊遊走 速度 を見 るに表の如 くナイ

トロ ミン添加例は比較成長価 は3, 6, 12時 間 と常

に対照 より劣 り,時 間の経過 と共にその 差は顕著 と

な り24時間に して組織増生並 びに細 胞遊走停止 し,

 48時 間に於ける成 長 係 数は0.27, 0.20, 0.22で ナ

イ トロ ミンの 著 る しい骨 髄 抑制作用が見 られた.

 P. S.併 用添加例 では48時 間の成長係数 は0.36, 0.29,

 0.32と なり,ナ イ トロ ミン単独添加例 に比 すれば増

生面積,細 胞遊走 に若干の優位を見 るが,組 織増生

及び細胞遊走停止時間の延長は認 められず,対 照と

第6表　 ナ イ ト ロ ミ ン と 併 用 添 加

a)比 較 成 長 価
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b)偽 好酸球遊走速度(μ/m)

c)赤 血球 数並 に ヘ モ グ ロ ビン量

N:対 照　 Nit.:ナ イ トロ ミン添 加 例　 P. S.:併 用 添加 例

()内 は 赤 血球 増加 率 及 び ヘ モ グ ロ ビ ン増 加 量



骨髄抽 出多糖類物質の骨髄 組織培養に及ぼす影響 3255

第5図　 ナイ トロ ミンと併添 加(3例 平均)

の間には尚かなりの差 が見 られた.赤 血球 数,血 色

素量の変動は表 に示す如 くである.即 ち赤 血球数は

ナイトロ ミン添加例では3. 6, 9時 間す べて対照に

比して10～20%の 増加率 の低値をみたが, P. S.併 用

添加例では3時 間に 於 て は対 照 よ り若干 劣るも,

 6, 9時 間に於ける増 加 率 は対 照のそれ と略々同値

を示した.こ れは最初の3時 間に はナイ トロ ミンの

抑制作用のためP. S.の 作用 が未だ発現.されず, 6

時間後にして初めてナイ トロ ミンの抑 制作用に打ち

勝 ち,ナ イ トロミン無添加の場合と同 様にな り, 9

時間に至るも之 の優位を保持 した ものと考え られ る.

血色素量もナ イ トロ ミン添加例が6, 9時 間 と減少を

示したに対 し, P. S.併 用添加例は6時 間で増加, 9

時間では旧値に復 し,減 少を示すも のはなかつた.

(2)カ ルチ ノフ ィリンの場 合(第7表,第6図 参

照)

カルチノフ ィリンの骨髄抑制 作 用 も又顕著にして,

第7表,第6図 に示す如 くである.組 織増生抑制 は

第7表　 カ ル チ ノ フ ィ リ ン と 併 用 添 加

a)比 較 成 長 価
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b)偽 好酸球遊走速度(μ/m)

c)赤 血球 数 並 に ヘ モ グ ロ ビ ン量

N:対 照　 Cカ リチ ノ フ ィ リ ン添加 例　 P. S.・ 併 用 添 加例

()内 は 赤 血球 増 加 率 及 び ヘ モ グ ロブ ン増 加 量
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第6図　 カル チ ノフ ィ リ ンと併 用添 加

(3例 平 均)

3時 間目よ り見 られ ,以 後依 然 と して抑 制 状 態 を続

け, No. 51は12時 間 に し て 増 生 停 止 し, No. 52,

 No. 53も 又24時 間 で 増 生 停 止 し, 48時 間 の成 長 係

数は夫 々0.16, 0.22, 0.23で 細 胞 遊 走 も障碍 を受

け, No. 51は24時 間, No. 52, No. 53は48時 間に し

て遊走停止 して い る. P. S.併 用 添加 例 は48時 間の 成

長係数は0.20, 0.34, 0.32と 若 干 の増生亢進が見

られ,細 胞遊走速度 も軽度亢進 し, No. 51に は細胞

遊走停止時間の延長が見 られ たが他 の2例 には著変

な く, P. S.併 用添加により若干の効果が得 られるが,

尚対照に比すれば依然著るしい機 能抑制を免れない.

赤血球数,血 色素量 もカルチノフ ィリン により若干

の減少を見るが, P. S.併 用添加にはかな りの効果が

見 られ対照 と略 々同値 を示した.

4.総 括 並 び に 考 按

山田122)は鶏胎心筋組織の結蹄 織 細胞培養に於て

硫酸銅が組織 細胞を侵害 しその生長 を障 碍すること

を確め,之 に諸種糖類の併用 添加 を行い,或 種 の糖

の共存は銅侵害を軽減す ることを報 告 しているが,

かかる併用添加実験はその例 が少ない.私 は再生不

良性貧血,バ ンチ氏病,慢 性骨 髄性白血病患者血清,

ナイ トロ ミン,カ ルチノフ ィリン等の骨髄 障碍物質

と0.25% P. S.溶 液を同時添加 し培 養骨 髄 えの影響

を観察す るに,上 記物質単独添加には骨 髄抑制作用

著明なるに反 し, P. S.溶 液併用添加に より,す べて

の例に於て単独添加 より著 るしい組 織増生,細 胞遊

走速度の亢進並びに赤血球数,血 色素 量 の増加がみ

られ,時 には対照を凌駕 した例 もあ り,か かる好影

響は特に貧血患者血清 と併用添加 の場合に於 て著明

であつ た.以 上 の結果を按ず るに,

再生不良性貧血患者血清と併 用添加の場合:再

生 不良性貧血患者血清の培養家兎及び人骨 髄 に及ぼ

す影響は教室大藤助教授92)は じめ宇 治120),岩 崎46)

等 により詳細に研究 され て居 り,氏 等に よれば患者

血清添加例 の48時 間に於け る成 長係数は1/2～1/3で,

細胞遊走速度,墨 粒貪喰能 も著 るし く低下 し,又中性

紅生体染色は早 期染色,早期褪色を示 し細胞機能の低

下が認められ,又赤血球数,血色素量共に対照に比 し

著 るしい減少が認め られ,本 症患者血清 中には直接

骨髄に働 らき赤白両血球 系の増生を抑 制 し,同 時に

細胞機能 を低下せ しめる催貧血性因 子の存在するこ

とが明 らかに認め られた と云 う.私 の実 験に於て も

患者血清添加例は組織増生,細胞遊走 速度,赤血球数,

血色素量すべてに於て上記諸氏の報告 と略々同一の

傾向が認め られた.而 る に更にP. S.同 時添加例に

於ては成長係数,偽 好酸球遊走速度 はすべて対照 と

略々同値を示し,赤 血球数,血 色 素量 も対照の値に

近づきかな りの増量が認 められた.こ れ/は同時に添

加 したP. S.が 骨髄実質に働 らき骨髄機能を賦活し,

患者血清中の催貧血性因子に拮抗 的に働 らき,そ の
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骨髄 抑制作用を抑制せ しめた結果に よるもの と考 え

られ る. No. 30, No. 36, No. 38に 於 ては対照をも

凌 駕する値 を示 したが,こ れは催貧 血性因子の骨髄

抑制作用 に打勝ち,更 に骨髄実質 機能亢進を招来 し

た ことを如実に示す ものである.

バ ンチ氏病 患者血清 と併用添加の場合:教 室小

林56)は 家兎骨髄 培養に本疾患 々者血清添加を行い,

 48時 間の成長係数は0.62～0.70で,偽 好酸球遊走速

度 も低下を み た と述べ,又 教室岩崎46)は 液体培養

に添加 し赤血球数,血 色素量の減少 を認め,共 に本

疾患々者血清中に催貧血性因子の存 在 を確認 して居

る.私 の実験例に於て も患者 血清添加例は両氏の成

績 と略々一致 した値 を 示 したが,之 と同時にP. S.

併用添 加 した例に於 ては48時 間の成長係数0.96で 患

者血清単独添加例 の0.75よ り優れ又偽好 酸球遊走速

度 も対照2.35μ/m,患 者血清添加例1.04μ/mに 対

しP. S.併 用 添 加 例は2.40μ/mで 対照 と略 々一致

した.液 体培養に於 ても同様好影 響がみ られ対照に

近 い値 を示 した.即 ち再生不良性貧 血 患者血清添加

の場合 に於 けると全 く同様P. S.の 骨髄 機能賦活作

用が バンチ氏病患者血清中の催 貧血性因子の骨髄機

能抑制作用に打ち勝ち拮抗的に作 用した ものと考 え

られ る.

慢性骨髄性 白血病患者血清 と併用 添加の場合:

本症患者血清 中の催貧 血 性 因 子に関 しては李100),

説 田118)等 は,そ の家兎静注 による末梢血所見よ り

して該因子の存在を明 らかにして居 り,一 方長井,

小西74), Haller23)等 は家 鶏 骨 髄 培養に本症患者血

漿乃至血清 を使用 し骨髄性細胞 の発育,遊 走 機能亢

進作用あ りと述べて居るが 大 藤 助教授〓2)は骨髄組

織培養に血清添加を行い,骨 髄組織増生,細 胞遊走

速度,墨 粒貪喰能,中性紅生体 染色能の観察並 びに赤

血球数,血 色素量の時間的消長 を検討 し,前 記諸氏

の実験 に見られた如 き促進因子の 存在を否定 し,本

症血清中にも特に 白血球系に作用する骨 髄障碍因子

のあることを明 らかに して居 る.私 の添加 実験例に

於 ても被覆培養に於ては著るしく組織 増生,細 胞遊

走速度の低下 を認めたが,液 体培養 に於ては著明な

る変化 は見出さな か つ た.而 るにP. S.同 時併用添

加す るに組織増生,細 胞遊走速度共に血清単独添加

例に比 して優れ,対 照に近づ き,赤 血球数,血 色素

量にも増加が認め られ たが,こ れはP. S.の 共存に

より本癌患者血清に よる骨髄抑制 作用が軽減 された

為 と考 え られ る.

骨髄抑制薬物 と併用添加の 場合:ナ イ トロ ミン,

カルチ ノフ ィリンは共に白血病,悪 性腫 瘍の治療に

用 いられ病的幼若 細胞,組 織の破壊 作用が認められ

ている.ナ イ トロ ミンの骨髄に及ぼ す作用に就いて

は,玉 置等112)は 白血病治療時 病的幼若白血球の空

胞形成,核 濃縮 を認 め て 居 り,西 村79)は 白血病患

者にナイ トロ ミン を長 く注 射 す ると成熟好中球の

遊走速度,墨 粒貪喰能 は低下す るとひ云い,又 島内

等104)は ナ イトロ ミンを家兎に投与 し骨 髄 顆粒球系

細胞の ミトコン ドリアの著減ひいては造 血組織の酸

素消費 の低 下 を 見ている.教 室角南108)は各濃度の

ナイ トロ ミンを骨髄組織培養に添 加しその影響を観

察 し,濃 度の大なる程著 るしい骨髄 抑制,細 胞機能

低下 を認めている.一 方 カルチノフィリンは秦32)等

に より分 離 され たStreptomyces Sacrhahiroiよ り

抽 出されたる抗生物質で,そ の抗腫 瘍性については

古賀に より実 験 的 に証明 され,臨 床的に も島田103)

等が之 を確認 している.そ の後諸 家によるその臨床

使用経験の報 告が見 られ,か なりの 白血球特に幼若

白血球の減少が認められているが,本 物質の骨髄に

及ぼす影響につ いては教室谷113)が 骨髄 組織培養に

添加実験を行い,組 織増生,細 胞 遊走速度,墨 粒貪

喰 能,中 性紅生体染色性 並びに血色素 量赤血球数の

消長 につ き観察 し,そ の骨髄機 能抑 制作用のあるこ

とを認めている.私 もナイ トロ ミン,カ ルチノフィ

リンを添加 し骨髄組織培養を行 つた所, 48時 間の成

長係数は夫 々0.23, 0.20で 以 後 増生停止 し,偽 好

酸球の遊走 も24～48時 間 にして停止 し,赤 血球数,

血色素量の増加 も対照 より劣 り,明 らか に骨髄抑制

作用が認め られた.然 るにP. S併用添加 した場合に

は48時 間の成長係数は夫 々0.32, 0.38と なり,赤 血

球数,血 色素量 の変 化 も対 照 と略々同値を示し,

 P. S.の骨髄機能賦活作用は骨髄抑制薬物に対 しても

拮抗的に作用する ことを確認 した.而 し乍 らこの場

合, P. S.の共存は骨髄抑制薬物の赤血球数,血 色素

量の減少作用に対 してはかな りの拮 抗的効果が見ら

れたのに,一 方組織増生,細 胞機 能の抑制に対 して

は著効が見 られ なかつたが,之 は之等薬 物の作用が

白血球系に対 して,よ り強い抑制作用を有 し, P. S.

の骨髄刺戟作用を もつてして もなほ それ を完全に打

ち消 し得なかつた ものと考 え られ る.

以上骨髄抽 出多類物質の骨髄機能亢進作用は諸物

質の骨髄抑制作用に対して拮抗的に作 用することが

明 らかとなつ たが,か かる作用は骨髄障碍因子を有

す る貧血性疾患々者血清 と併用時 に特に著明である.

之は ナイ トロ ミン,カ ルチ ノフ ィリン等の骨髄 抑制
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作用が貧血性疾患々者血清 中の催貧 血性 因子のそれ

に比 し強度である為 と思われ る.

5.結 論

家兎骨髄被覆培養並びに液体培養 に於 て,諸 種貧

血患者血清及び骨髄抑制薬物 と骨髄 抽出多糖類物質

との併用添加実験を行 いその影響 を観察 し次の結論

を得た.

1.骨 髄抽出多糖類物質の骨髄機能亢 進作用は再

生不良性貧血患者,バ ンチ氏病患者 及び慢性骨髄 性

白血病患者各血清の骨髄障碍 作用に対 し拮抗的に作

用し,場 合によつては正常以上に機能 を賦 活せ しめ

る.

2.ナ イ トロ ミン,カ ルチノフ ィリン との併用添

加に於て も同様,そ の骨髄抑制作用 に対 して拮抗的

に作用す るが,前 記血清の場合に比 らべ るとその拮

抗力は稍 々弱い.

擱筆するに臨み終始御懇篤なる御指導御校閲を賜

わ つた恩師平木教授 並びに大藤助教授に深甚なる謝

意 を表す.

(本論文の要旨は 日本血液学会第19回 総 会に於 い

て発表した.)

(引用文献は巻尾 に一括掲載)

The Effect of Polysaccharides Extracted from the Calf Bone 

Marrow on the Bone-Marrow Tissue Culture

Part 2. The Effect of Polysaccharides with addition of Sera

 from Anemic Patients and Bone Marrow Inhibitory Agents 

on the Bone Marrow Tissue Culture of Rabbits.

By

Kenji MIYASHITA

Department of Internal Medicine Okayama University Medical School
(Director: Prof. Kiyoshi Hiraki)

The author studied the effects of the addition of the polysaccharides extracted from the 

bone marrow in combination with sera of various anemic patients and inhibitory agents of 
bone marrow on the bone-marrow tissue cultura both in fluid medium and in cover-slip method;

 and obtained the following results:

1. The acceleration of the bone marrow function by polysaccharides extracted from the 
bone marrow acts antagonistically the action of the anemia inducing factors in sera of aplastic 

anemia, Banti's disease, and chronic myelogenous leukemia, and in cases it reactivates the 
bone-marrow function above that of the normal.

2. Even in the case of combination with Carzinophilin or nitromine, such an accelerative 
action of polysaccharides, antagonistically against the action of these inhibitory agents on the 

bone marrow, reactivates the bone-marrow function, but in this instance the antagonistic 

power is relatively less than that in the case of the above.


